
平成２１年度 実施メニュー実施結果表

No．１９

取 組 名 各種ボランティアによる森づくり（継続）

流 域 名 富士流域

実施箇所及び 静岡県富士宮市・富士市：富士山国有林、静岡県富士総合庁舎
実施日 平成２１年４月２５日、５月２３日、５月３０日、９月２６日、

１０月３１日、１１月７日、平成２２年３月６日（予定）

取組の背景及 主に富士山国有林では、平成８年９月の１７号台風による風
び必要性 倒被害跡地の森林復旧・再生にボランティア団体等による森づ

くりの取組みを実施することで、「富士山国有林地球環境の森」
として適切な森林整備及び森づくりを継続しており、情報発信
・普及活動等への貢献が期待される。

平成１７年５月に「富士山国有林森づくり連絡協議会」を設
置し、森林復旧・再生等に向け継続の共同事業として行ってき
た。平成２１年度は、①自然林再生②シカ被害対策（幹巻きテ

取 組 の 内 容 －プに樹木の保護、間伐材利用）③研修会・意見交換会④シカ
被害対策検討会等の共同事業等を行い、参加団体の森づくり活
動や情報交換を行った。

国有林担当 静岡森林管理署：フィ－ルド提供、「富士山国有林森づくり連
部局・役割 絡協議会」及び各団体との連絡調整、苗木等の提供。

連携協働相 「富士山国有林森づくり連絡協議会」加盟団体・機関、協議会
手先・役割 未加盟団体：各団体の会員への周知やＨＰ、各会誌等への掲

載、関係団体の内部の連絡調整、参加者募集



【 参 考 資 料 】

取 組 名 各種ボランティアによる森づくり

①富士山３７７６自然林復元大作戦：植樹）

３班に分かれて植樹 ブナ植樹

②静岡県・静岡森林管理署・「富士山国有林森づくり連絡協議会」共同事業等
（シカ被害対策）

麻繊維製のテ－プを植栽木 間伐材を利用した防護柵
に巻いている状況 （井桁に積み上げ）

③研修会・意見交換会・シカ被害対策検討会

表富士グリ－ンキャンプ場にて
開会式 （仁藤 浪氏 挨拶）

シカ被害状況・対策報告
意見・交換会


